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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成25年8月8日(2013.8.8)

【公開番号】特開2012-8261(P2012-8261A)
【公開日】平成24年1月12日(2012.1.12)
【年通号数】公開・登録公報2012-002
【出願番号】特願2010-142882(P2010-142882)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ  21/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ  21/00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成25年6月20日(2013.6.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被測定物の画像を生成する画像生成装置であって、
　レーザ光を出射するレーザ光源と、
　前記レーザ光の強度を変調させるレーザ変調部と、
　前記レーザ光の前記被測定物への照射位置を走査するレーザ走査部と、
　前記被測定物に複数の空間変調パターンの照明光を照射するように、前記レーザ変調部
及び前記レーザ走査部を制御する制御部と、
　前記複数の空間変調パターンの照明光の照射に応じて前記被測定物から生じる信号を検
出する検出部と、
　前記制御部によって制御された前記照明光の照射位置に関する照射位置情報と、前記照
射位置における前記レーザ光の照射に応じて前記検出部によって検出された信号の特性に
関する特性情報とが対応付けられた特性分布情報を生成し、前記空間変調パターンに対応
して複数の前記特性分布情報を含む２次元特性画像を生成する信号生成部と、
　複数の前記空間変調パターンに対応して生成した複数の前記２次元特性画像を基に、前
記被測定物のパターン画像を生成する画像処理部と、
を備えることを特徴とする画像生成装置。
【請求項２】
　前記検出部は、前記被測定物に電気的に接続され、前記被測定物から生じる電気信号を
検出し、
　前記信号生成部は、前記照明光の前記照射位置情報と、前記電気信号の特性に関する特
性情報とが対応付けられた特性分布情報を生成する、
ことを特徴とする請求項１記載の画像生成装置。
【請求項３】
　前記電気信号は、前記照明光の照射に応じて生じる光起電流に関する電気信号である、
ことを特徴とする請求項２記載の画像生成装置。
【請求項４】
　前記レーザ光源からの前記レーザ光は、被測定物において多光子吸収が可能な波長を含
む、
ことを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の画像生成装置。
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【請求項５】
　前記レーザ変調部は、前記レーザ光の強度を三角関数に従って変化するように変調させ
る、
ことを特徴とする請求項１～４のいずれか１項に記載の画像生成装置。
【請求項６】
　前記被測定物は、電気素子である、
ことを特徴とする請求項１～５のいずれか１項に記載の画像生成装置。
【請求項７】
　前記空間変調パターンは、ｎ回回転対称（ｎは３以上）の縞状パターンである、
ことを特徴とする請求項１～６のいずれか１項に記載の画像生成装置。
【請求項８】
　前記制御部は、前記レーザ走査部によって前記被測定物の平面に沿った所定の方向に沿
って前記レーザ光の照射位置を移動させながら、前記レーザ変調部によって前記レーザ光
の照射強度を周期的に増減させる第１の制御と、前記第１の制御に続けて、前記レーザ走
査部によって前記平面に沿った前記所定の方向に垂直な方向に沿って前記レーザ光の照射
位置をずらす第２の制御とを繰り返し実行する、
ことを特徴とする請求項１～７のいずれか１項に記載の画像生成装置。
【請求項９】
　前記制御部は、前記レーザ走査部によって前記被測定物の平面に沿った所定の方向に沿
って前記レーザ光の照射位置を移動させながら、前記レーザ変調部によって前記レーザ光
の照射強度を均一にする第３の制御と、前記第３の制御に続けて、前記レーザ走査部によ
って前記平面に沿った前記所定の方向に垂直な方向に沿って前記レーザ光の照射位置をず
らす第２の制御とを繰り返し実行することにより、前記所定の方向に沿った空間変調パタ
ーンの照明光を生成させる、
ことを特徴とする請求項１～７のいずれか１項に記載の画像生成装置。
【請求項１０】
　前記検出部は、前記被測定物から生じる光信号を検出し、
　前記信号生成部は、前記照明光の前記照射位置情報と、前記光信号の特性に関する特性
情報とが対応付けられた特性分布情報を生成する、
ことを特徴とする請求項１記載の画像生成装置。
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